
深江丸での乗船実習に参加して 

学部 3年生 加藤 拓也 

 

令和元年 11/6, 11/7の二日間にかけて神戸大学海事科学研究科の協力のもと、深江丸に

おける実習に参加させて頂きました。この深江丸実習は、将来海事産業に関わる学部 3年

を対象に実際に航行している船舶の内部を見学することで、船舶に必要な設備や技術を知

ることを目的に 2日間の日程で実施されました。 

内容： 船内見学：エンジンルーム見学、ブリッジでの操舵 

その他：急旋回、緊急停止の見学、救命艇の説明等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンジンルーム 
 

今回の実習で特に記憶に残っているのはエンジンルームでの見学で、前に受けていた講

義ではエンジン内で発生する過早着火がエンジン効率に悪影響を与えるというイメージが

理解できずにいましたが、実際に動いているエンジンの着火のタイミングを計測しグラフ

化することで、黒板に書かれていたグラフの意味が理解でき、このことから座学だけでは

なく体験することも重要だなと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディーゼルエンジンの燃焼 1) 



ブリッジでの操舵では実際に一人一人が数分間、指示された方向に向かうように操舵し

ました。自動車などの運転と異なり、舵を戻すタイミングが難しく船舶独特の操縦性を体

験することができました。実際に自分が操舵中の間にとられた記録を見てみると大きく揺

れていたのが確認できました。また、船舶の各種機器は 3重に故障時の対策が取られてい

るというのも厳しい環境の海を運行する船舶独特の設計であると感じました。下の蓄電池

は船舶の主機関と発電機が同時に故障した際にも船舶内の様々な機器を動かすための電力

を供給するためのもので機関室とは離れた位置に設置されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

故障時用の蓄電池 

 

急旋回、緊急停止の見学では、実際に深江丸の最小半径での旋回とプロペラを逆回転さ

せることで緊急停止する様子を船上から見学しました。急旋回では舵切ってから少し遅れ

て旋回が始まり、緊急停止については自動車のように進行方向を維持したまま減速するわ

けではなくプロペラ回転向きに従って旋回しながら減速していったのが船舶独特で印象に

残っています。プロペラの回転方向によって船舶の進行方向に影響が出ることは知っては

いましたが実際に見学するとその影響の大きさを知ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船舶の急旋回 2) 



今回の船舶実習を通して船舶にはどんな設備が必要でそれらを扱うためにはどのような

技術が必要なのかということを知ることができ、自分の将来を考えるうえで良い経験になっ

たと感じています。特に機関室内の見学は普段見ることのできる場所ではないので非常に貴

重な体験をさせて頂くことができました。その他にも実際に船舶で見学することで気づく発

見がいくつかあり大学での勉強、研究のきっかけにしていきたいと思いました。 

 

 最後になりましたが「深江丸実習」関係者の皆様、先生方、貴重な経験をさせて頂き感謝

したいと思います。有難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修時の集合写真 
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